
編

集

後

記

▼
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付
け

私
た
ち
の
安
全
を
守
る
消
防

団
。地
域
を
守
る
消
防
団
は
、団

員
だ
け
で
は
な
く
協
力
事
業
所

の
力
添
え
に
よ
り
活
動
し
て
い

ま
す
。従
業
員
が
現
場
に
向
か

う
の
を
見
送
り
、資
器
材
の
不

足
が
あ
れ
ば
提
供
。団
員
皆
さ

ん
と
協
力
事
業
者
へ
感
謝
し
、

火
災
予
防
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。（
佐
々
木
）

▼
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
成

人
式
で
は
、コ
ロ
ナ
渦
に
な
っ

て
か
ら
は
撮
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
た
多
く
の
笑
顔
を
カ

メ
ラ
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。成
年
の
年
齢
は
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
が
、市
の
成
人
式

は
、来
年
以
降
も
20
歳
を
対
象

に
開
催
さ
れ
ま
す
。今
後
も
変

わ
ら
ぬ
笑
顔
あ
ふ
れ
る
式
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
三
浦
）

▼
情
報
広
場
に
掲
載
す
る
予
定

の
イ
ベ
ン
ト
や
取
材
依
頼
を

受
け
た
事
業
が
、中
止
に
な
る

こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。例
年

あ
っ
た
行
事
や
予
定
し
て
い
た

表
彰
式
な
ど
が
開
け
ず
、関
係

者
や
入
賞
者
な
ど
の
思
い
や
背

景
を
知
り
ま
す
。常
識
打
破
か

ら
価
値
発
見
力
が
形
成
さ
れ
て

い
る
様
子
で
す
。（
髙
橋
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　2021年７月に開設されたNPO法人「ござい
ん」は、不登校生への学習サポートや小学生の放課
後学習サポート、プログラミング教室を通して、子
どもたちを支援する団体。「家庭の収入に関係な
く、子どもをサポートする場を作りたかった」と、
代表の熊谷さんは立ち上げへの思いを口にした。
　活動を通して熊谷さんが理想とするのは「将来、
子どもたちが社会で自立できるようになること」。
塾業界で働く前に勤めていた会社では、派遣社員
の管理を担当した。当時担当した派遣社員の中に
は、借りたお金は返さない、約束通り出勤しない、
といった社会人として当たり前と思えることがで
きない人たちがおり、日々の対応に苦慮した。「社
会へ出る前に、人との関わり方を教えるのも教育

の大切な役割。不登校になることでそういった場
が失われてしまうことが心配だった」と学校に行
けない子どもたちへの思いを話す。近年、子どもた
ちが不登校になる理由は多種多様だ。いじめに限
らず、集団行動が苦手、なんとなく行きたくないと
いった理由から学校へ行かなくなる子どもも多く
いる。熊谷さんは「勉強を教わるだけでなく人との
関わりを持つことで、そういった面での助けにも
なればうれしい」と笑みを浮かべた。
　法人名に選んだ「ございん」は「どうぞおいでく
ださい」の意味を持つ方言。さまざまな悩みを抱え
る子どもを受け入れる場だからこそ、あえて柔ら
かい表現を選んだ。熊谷さんは、子どもたちそれぞ
れの思いに向き合い、一人一人に寄り添い続ける。

Profi le


